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集合時刻

出発時間

牛の皮城麓着

牛の皮下城着

牛の皮下城発

牛の皮本城着

牛の皮本城下山

牛の皮城麓発

御調八幡神社着

〃 発

本郷平廃寺跡着

本郷平廃寺跡発

久本山照源寺着

久本山照源寺発

本照寺と五輸塔群着

″  〃  発

園鍔勝三記念館着

〃  〃 発

福山駅北口着

バス例会予定行程割

8時 15分 ・……トイレを済まして乗車

8時 30分
↓

9時 30分 …… 登頂開始

徒歩     、↓

9時 55分 …… 途中福成寺五輸塔群見学

10時 20分
↓    …… 途中見学 しながら登坂

10時 45分
.5分11時 ]

徒歩↓

11時 45分
途中 トイレ休憩 10分↓

_0分12時 1

昼食休憩をふくむ、 トイレ有 り

13時 25分
↓     ……徒歩時間をふくむ

13時 40分
14晴「00分

↓     ……徒歩時間をふくむ

14時 20分
14時「40分

徒歩↓

14崎「55分
5分15時 1

↓

15時 25分 …… トイレ有 り

16時 25分
↓

17時i30分

1



御
調
の
概
略

今
回
の
バ
ス
例
会
は
御
調
町
と
三
原
市
人
幡
地
区
を
取
り
上
げ
ま

し
た
こ
の
地
域
は
、
現
在
で
は
三
原
市
と
御
調
町
に
行
政
区
域
が
分
か

れ
て
い
ま
す
が
、
元
は

一
つ
の
行
政
単
位
御
調
郡
域
で
す
。

御
調
郡
は
古
代
備
後
国
十
四
郡
の

一
つ
で
初
見
は
、
平
城
京
出
土
木

簡
に

「備
後
國
御
調
郡
諌
山
里
」
と
あ
る
の
が
始
め
で
す
。

御
調
郡
は

「水
調

・
三
豆
木

・
三
調
」
と
記
し
た
文
書
も
散
見
で
き
現

御
調
町
は
郡
域
の
北
部
に
位
置
し
芦
田
川
の
支
流
御
調
川
が
町
の
中

心
部
を
東
流
し
、
御
調
川
に
沿
う
よ
う
に
古
代
山
陽
道
が
通
り
又
、
南

北
に
は
国
道

一
人
四
号
線
が
通

っ
て
お
り
、
町
の
中
心
部

「市
」
周
辺

は
古
代
か
ら
の
交
通
の
要
地
で
あ
り
、
中
世
に
は
御
調
町
北
隣
の
甲
山

地
域
に
立
庄
さ
れ
て
い
た
大
田
庄
と
大
田
庄
倉
敷
地
尾
道
と
の
間
に

位
置
し
中
間
の
重
要
地
で
も
あ

っ
た
。

今
の
御
調
町
は
福
祉
先
進

モ
デ

ル
の
町
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
歴
史
的
な
文
化
遺
産
も
数
多

く
伝
わ

っ
て
い
る
町
で
す
。

今
回
は
御
調
町
と
二
原
市
人
幡
地
区
の
中
世
に
視
点
を
向
け

「牛
の

皮
城
跡

・
照
源
寺
重
文
木
造
涅
槃
像

・
石
清
水
八
幡
御
調
別
宮
」
の
三

ヶ
所
を
中
心
に
他
に
ニ
ケ
所
を
合
わ
せ
て
計
五
ヶ
所
の
探
訪
と
園
鍔

勝
三
記
念
館
の
見
学
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
中
世
は
大
略
、
御
調
南
条
庄

（河
南
庄
）
、
御
調
北
条

庄

（河
北
庄
）
の
各
荘
国
と
石
清
水
人
幡
御
調
別
宮

（御
調
八
幡
神
社
）

領

（八
幡
庄
）
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
他
に
、
神
村
庄

・
垣
田
荘
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
の
説
も
あ
り

ま
す
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

御
調
南
条
庄

（河
南
庄
と
も
）
は
、
文
書
に
拠
る
と
御
調
川
南
岸
以

南
に

一
一
六
〇
年
代
に
は
立
庄
し
て
お
り
、
西
は
石
清
水
人
幡
御
調
別

宮
領
に
接
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
仁
安
三
年

（
一
二
ハ
人
）
に
大
田
庄
の

倉
敷
地
尾
道
村
は
南
条
庄
側
に
含
ま
れ
る
と
押
取
行
為
に
及
び
過
任

国
司
藤
原
雅
隆
よ
り
留
守
所
宛
に
南
条
庄
の
押
妨
を
停
止
す
る
よ
う

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

御
調
北
条
庄

（河
北
庄
と
も
）
は
御
調
川
北
岸
に
立
庄
し
西
は
杭
庄

と
接
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

御
調
北
条
庄
に
付
い
て
は

「吾
妻
鏡
」
元
久
元
年

（
Ｉ

一〇
四
）
二
月
二

十
二
日
条
に
次
の
よ
う
な
文
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「十
二
日
　
丙

辰
　
備
後
國
御
調
本
北
條
停
止
地
頭
四
方
田
左
近
将
監
沙
汰
被
付
国

衛
云
云
　
遠
州
下
知
」
と
あ
り
、
北
条
時
政
が
下
知
し
た
事
が
記
述
さ

れ
、
地
頭
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

鎌
倉
期
に
地
頭
が
置
か
れ
た
御
調
郡
内
ニ
ケ
所
の

一
つ
が
御
調
町

内
で
あ

っ
た
事
が
覗
え
る
。

（注
）
御
調
南
条

・
北
条
庄
は
荘
園
と
し
て
立
庄
さ
れ
て
い
た
確
証
は

無
く
、
国
行
領
の
状
態
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

神
村
庄
は
、
石
清
水
人
幡
宮
宝
塔
院
領
荘
園
で
あ
り
、
御
調
町
神
地

域
に
比
定
さ
れ
る
と
言
う
説
が
あ
る
が
。
こ
の
荘
園
は
承
安
元
年

（
一

一
七

一
）
十
二
月
十
二
日
付
け
官
宣
旨
案
に
神
村
荘
の
名
が
視
え
承
安

元
年
以
前
に
立
庄
さ
れ
て
い
た
事
が
推
定
で
き
、
養
和
元
年

（
一
一
人

一
）
と
建
久
元
年

（
一
一
九
〇
）
の
三
度
に
わ
た
り
後
白
河
院
庁
下
文
が

出
さ
れ
て
お
り
、
文
明
十
年

（
一
四
七
人
）
六
月
十
二
日
付
け
文
書
に
よ



る
と
太
田
庄
伊
尾
の
下
見
高
綱
の
請
地
と
な
り
、
明
徳
四
年

（
〓
一一九

二
）
四
月
七
日
備
後
國
御
料
所
注
文
に
よ
る
と
守
護
料
所
と
な

つ
て
い

た
よ
う
で
す
。

こ
の
様
に
神
村
庄
に

つ
い
て
は
種

々
の
文
書
が
伝
わ

っ
て
い
る
様

で
す
が
所
在
地
に
付
い
て
は
福
山
市
神
村
町
に
比
定
す
る
説
も
あ
り

定
か
で
は
な
い
。

垣
田
荘
に
つ
い
て
は
、
御
調
町
丸
門
田
付
近
に
垣
内
の
地
名
が
あ
り

垣
田
荘
の
説
も
あ
る
が
明
確
な
確
証
を
欠
く
。

中
世
後
期
に
は
御
調
町
地
域
も
他
地
域
と
同
じ
く
荘
園
制
支
配
形

態
が
崩
壊
し
各
地
に
弱
小
豪
族
が
台
頭
し
て
く
る
。
中
で
も

「森
光

・

池
上

。
上
里

・
末
近
」
等
の
地
区
豪
族
が
現
れ
る
が
、
何
れ
も
国
人
領

主
と
は
成
り
経
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

戦
国
末
期
に
は
御
調
地
域
は
小
早
川
氏
の
勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ

た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
様
な
地
域
の
状
況
下
で

「池
上

・
末
近
」
の
二

氏
は
小
早
川
氏
の
被
官
人
と
な
り
近
世
ま
で
命
脈
を
保
ち
続
け
、
特
に

末
近
氏
は
御
調
町
植
野
よ
り
久
井
町
羽
倉
に
移
封
さ
れ
て
後
、
小
早
川

隆
景

の
命
に
よ
り
天
正
十
年
備
中
高
松
城
に
軍
監
と
し
て
派
遣
さ
れ

毛
利
軍
と
秀
吉
軍
と
の
和
議
条
件
に
よ
り
城
主
清
水
宗
治
と
共
に
割

腹
し
て
果
て
て
い
る
。

他
に
、
戦
国
期
に
北
か
ら
三
吉
氏
が
南
下
し
森
光

ｏ
池
上

。
上
里
氏

等
が
被
官
人
と
為
り
、
仲
で
も
池
上
氏
は
三
吉
氏
の
家
臣
と
し
て
御
調

の
市
に
入
部
し
て
活
躍
し
た
と
の
説
も
伝
わ
る
が
明
確
性
を
欠
く
。

こ
の
地
域
が
毛
利

・
小
早
川
氏
の
勢
力
下
に
な
る
以
前
は
大
内
氏
の

勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
三
吉
氏
が
南
下
し
た

と
考
え
る
よ
り
大
内
氏
の
勢
力
下
で
の
生
き
様
と
考
え
る
。

牛
の
皮
城
跡
北
郭
群
遠
景
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牛
の
皮
城
址

所
在
地
　
御
調
郡
御
調
町
大
字
大
町
字
二
の
丸

標
高
　
一
一百
三
十
二

ｍ
、
　

比
高
　
百
五
十

ｍ

御
調
川
と
古
代
山
陽
道
を
望
む
御
調
町
大
町
の
谷
筋
山
頂
に
南

郭
群
、
北
に
延
び
る
尾
根
先
端
部
に
北
郭
群
を
配
置
し
た
戦
国
末
期

の
様
子
を
色
濃
く
残
す
山
城
で
あ
る
。
城
の
麓
近
く
に
は

「
二
日

市

・
古
市
」
等
の
地
名
が
伝
わ
り
城
の
立
地
と
の
関
わ
り
を
覗
わ
せ

る
地
名
で
あ
る
。

城
主
名
と
し
て
は
、
森
光
新
四
郎
景
近

・
同
下
総
守
近
宗

ｏ
同
左

衛
門
元
清
、
又
、
川
田
太
良
左
衛
門
久
勝
が
文
禄
年
中
ま
で
在
城
と

伝
わ
る
が
城
主
の
確
証
は
な
い
。
次
に
記
す

「萩
藩
閥
悦
録

ｏ
安
西

軍
策

。
芸
藩
通
志

・
神
田
神
社
」
等
に
伝
わ
る
記
述
等
か
ら
実
在
し

て
い
た
武
将
と
考
え
ら
れ
る
。

林
平
人
家
文
書
に
よ
る
と
毛
利
輝
元
宛
行
状
が
文
禄
三
年

（
一
五

九
四
）
に
発
給
さ
れ
そ
れ
に
よ
る
と
御
調
郡
守
光
氏
の
先
給
地
五
九

二

ｏ
四
石
が
林
志
摩
守
元
善
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

萩
藩
閥
閲
録
林
平
人
家
文
書
よ
り

備
後
国
神
怒
郡
上
下
村
四
百
拾
七
石
式
斗

・
同
郡
矢
野
村
式
百
十
四

石
ｏ
同
郡
計
増
矢
多
田
村
百
九
拾
九
石
・
同
郡
伊
永
村
百
三
拾
人
石

人
斗

・
同
郡
小
塚
村
百
四
拾
五
石
、
同
国
神
石
郡
木
津
和
村
武
百
六

拾
式
石

・
同
郡
田
頭
村
武
百
拾
石
、
同
国
世
良
郡
小
谷
幡
立
原
式
拾

九
石
八
斗
、
同
国
御
調
郡
制
刈
州
綴
コ
司
刑
樹
到
司
回
羽
、
藝
州
安

北
郡
伴
村

ｏ
阿
土
村
之
内
参
拾
六
石
六
斗
、
防
州
都
濃
郡
矢
地

・
長

穂
参
拾
五
石
、
井
而
式
千
式
百
九
拾
石
余
地
之
事
所
令
裁
許
也
、

全
領
知
、
不
可
有
相
違
之
状
如
件

文
堡

一革

九
二

一一日
　

　

　

　

　

　

．継
判

林
志
摩
守
と
の
ヘ

（注
）
守
光
の
守
は
森
に
通
じ
る
と
考
え
る
。

御
調
町
市
の

「神
田
神
社
」
が
過
っ
て
の
御
調
北
条
庄
の
氏
神
で

あ
っ
た
と
も
云
わ
れ
、
棟
札
写
に
由
る
と
牛
の
皮
城
主
森
光
景
近
が

本
願
と
な
り
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
神
殿
の
修
復
が
行
わ
れ
た
と
伝

わ
り
、
又
、
景
近
は
刀
剣
を
奉
納
し
年
々
初
穂
料
五
百
文
を
寄
進
し

た
と
伝
わ
る
。

牛
の
皮
城
址
は
、
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線
建
設
工
事
に
伴
い

一

部
破
壊
さ
れ
る
事
と
な
り
、
広
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
結
果
、
北
郭
群
の
防
御
施
設
の
構
築
状
態
が
立
体
的
な

姿
で
鮮
明
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
破
壊
さ
れ
な
い
で
残
っ
た
山
城
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
構
築

さ
れ
た
時
代
の
姿
に
近
い
形
を
現
し
、
発
掘
さ
れ
た
城
跡
を
見
学
で

き
、
且
つ
発
掘
さ
れ
た
北
郭
群
に
続
く
未
発
掘
の
南
郭
群
と
比
較
探

訪
で
き
る
機
会
は
稀
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

出
土
遺
物
は
土
師
質
土
器
片

ｏ
備
前
焼
甕
片

・
輸
入
磁
器
片

・
土

錘

・
小
札

・
鉄
釘

・
銅
製
留
め
金
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

―
―
遺
跡
見
学
会
資
料
よ
り
―
―

発
掘
現
場
の
現
況
か
ら
は
建
物
跡
の
痕
跡
は

ｏ
掘
っ
立
て
柱
式
建

物
跡

ｏ
礎
石
式
建
物
跡
等
ど
ち
ら
の
痕
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
。

城
の
主
要
な
郭
配
置
は
北
郭
群
と
南
郭
群
に
分
か
れ
て
お
り
、
南

郭
群
は
標
高
三
百
三
十

ｍ
・
比
高
百
五
十

ｍ
の
最
高
所
に
南
北
約
二



十
二
ｍ
東
西
約
二
十

ｍ
の
主
郭
を
設
け
、
主
格
下
北
に

一
段
の
郭
を

設
け
、
主
郭
東
側
直
下
に
九
本
の
畝
上
竪
堀
を
設
け
て
い
る
。
主
格

下
南
側
に
も
大
小
六
本
の
畝
上
堅
堀
を
設
け
、
西
側
に
は
連
郭
状
に

四
段
の
郭
を
設
け
、
三
段
日
郭
が
北
側
に
廻
り
込
ん
だ
郭
端
に
丼
戸

跡
が
残
る
。
井
戸
跡
に
続
い
て
一
段
高
い
井
戸
郭
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
五
段
目
郭
先
端
部
に
は
二
条
の
堀
切
と
竪
堀
を
設
け
て
い
る
。

南
東
側
尾
根
上
に
は
幅
約
十
～
十
三

ｍ
長
さ
約
八
十

ｍ
に
渡
り
隣

接
の
山
裾
ま
で
続
く
削
平
さ
れ
た
平
坦
地
が
あ
り
両
端
を
切
岸
状

に
切
ら
れ
て
い
る
。
城
下
集
落
民
の
避
難
場
所
か
。

北
郭
群
は
標
高
百
七
十

ｍ
。
比
高
九
十

ｍ
の
尾
根
筋
北
端
に
設
け

ら
れ
て
お
り
、
主
要
な
構
え
は
五
段
に
分
け
た
連
郭
式
郭
配
置
と
最

高
所
郭
に
設
け
ら
れ
た
櫓
台
と
思
え
る

一
段
高
い
削
平
地
、
城
西
側

は
全
体
が
垂
直
に
近
い
形
の
切
岸
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
切
岸
の
中

間
に
は

一
筋
の
竪
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

三
段
目
の
郭
と
四
段
目
の
郭
の
中
間
に
郭
を
削
平
し
て
神
社
が

祀
ら
れ
て
お
り
三
段
目
の
郭
は
当
初
は
現
状
よ
り
も
広
か
っ
た
も

の
と
考
え
る
。

最
高
所
の
櫓
台
南
側
下
に
は
南
郭
群

へ
と
続
く
尾
根
上
に
二
筋

の
堀
切
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
堀
切
に
続
く
南
郭
群

へ
の
尾
根
上
に
、

一
段
高
い
郭
状
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
。

北
側
郭
先
端
部
に
は
十
四
筋
も
の
畝
状
竪
堀
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
発
掘
調
査
に
よ
つ
て
畝
状
竪
堀
が
構
築
時
に
近
い
状
態
で
姿
を

現
し
て
お
り
、
畝
状
竪
堀
が
城
の
防
御
を
目
的
と
し
た
構
築
物
の
中

で
も
極
め
て
防
御
機
能
が
高
い
事
が
よ
く
解
る
。

北
郭
群
の
東
側
谷
筋
に
は
変
形
Ｙ
字
型
竪
堀
と
Ｙ
字
型
竪
堀
に

狭
ま
れ
る
よ
う
に
二
筋
の
竪
堀
、
そ
れ
に
続
く
五
筋
の
竪
堀
が
設
け

ら
れ
、
続
い
て
北
郭
群
南
側
下
部
の
堀
切
か
ら
続
く
二
筋
の
竪
堀
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
北
郭
群
東
側
の
谷
筋
奥
の
郭
に
は
井
戸
跡
が
あ

り
井
戸
郭
の
役
を
成
し
て
お
り
井
戸
郭
の
下
部
に
も
郭
状
の
削
平

地
が
在
る
一
谷
筋
東
側
小
尾
根
上
に
は
小
さ
め
の
二
段
の
郭
が
設
け

ら
れ
、
谷
筋
の
防
御
機
能
を
高
め
て
い
る
。

谷
筋
に
は
城

へ
の
登
板
路
が
あ
り
登
坂
路
麓
辺
り
の
集
落
部
が

周
辺
よ
り
も
階
段
状
に
高
い
状
態
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
に
居

館
が
存
在
し
て
い
た
か
も
、
居
館
を
設
け
て
居
た
な
ら
ば
城
大
手
筋

の
防
御
機
能
は
高
か
っ
た
と
思
え
る
。

今
ま
で
各
地
で
視
た
戦
国
期
山
城
跡
に
も
同
じ
よ
う
に
谷
筋
を

大
手
筋
と
し
て
使
用
し
、
大
手
筋
に
居
館
や
家
臣
の
屋
敷
を
構
え
て

防
御
機
能
を
高
め
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
例
は
多

々
あ
り
こ
の
城
跡

も
そ
れ
ら
の
城
跡
の
有
り
様
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。

南
郭
群
と
北
郭
群
と
は
構
築
時
期
に
時
代
差
が
有
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
最
初
に
北
郭
群
が
初
期
の
山
城
と
し
て
築
か
れ
、
そ

の
後
戦
国
末
期
に
南
郭
群
が
築
か
れ
同
時
に
北
郭
群
も
改
築
さ
れ
、

現
状
の
様
な

一
体
的
な
牛
の
皮
城
址
が
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
現
在
の
城
跡
の
略
側
図

・
現
地
調
査

・
発
掘
調
査
結
果
等
か
ら

考
察
し
て
、
戦
国
最
末
期
に
現
在
の
形
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え

２つ
。城

跡
の
現
況
を
下
見
し
て
の
感
想
は
、
当
時
の
城
地
周
辺
地
域
の

時
代
状
況
を
推
測
し
て
城
の
規
模
、
城
地
の
選
定
の
妙
、
縄
張
り
の

妙
、
防
御
構
築
物
の
配
置
等
、
極
め
て
防
御
機
能
の
優
れ
た
山
城
で

あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
遺
構
の
残
存
状
態
も
極
め
て
良
く
保
た
れ
て
お
り
、
高
速

道
建
設
に
よ
り

一
部
と
は
い
え
破
壊
さ
れ
る
事
は
残
念
で
あ
る
。



牛
の
皮
城
下
釈
迦
堂
近
景

牛
の
皮
城
下
釈
迦
堂
　
木
造
釈
迦
如
来
像

牛
の
皮
城

の
西
麓
に
は
地
元
の
人
々
が
釈
迦
如
来
を
祀
る
釈
迦
堂

が
あ
る
。
こ
の
釈
迦
如
来
は
後
世
に
着
色
が
行
わ
れ
た
た
め
に
、
文

化
財
指
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
造
像
と
思
わ

れ
る
秀
作
で
あ
る
。
お
顔
を
見
る
と
ふ

つ
く
ら
と
し
た
優
し
い
面
立

ち
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
仏
師
の
主
流

・
慶
派
の
面
立
ち
と
は
明
ら

か
に

一
線
を
画
し
て
い
る
。
慶
派
と
は
、
東
大
寺
の
再
建
に
活
躍
し
、

仁
王
門
の
金
剛
力
士
像
を
造
像
し
た
こ
と
で
有
名
な
運
慶

・
快
慶
の

属
す
る
仏
師
集
団
で
あ
る
。

平
安
時
代
末
頃
か
ら
京
都
に
は
師
弟
関
係
に
基
づ
く
、
仏
師
集
団

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
其
の
存
在
が
知
ら
れ
る
仏
師
集

団
は
、
前
述
の
慶
派
、
京
都
二
十
三
間
堂
の
千
然
千
手
観
音
で
知
ら

れ
る
院
派

・
円
派
の
二
つ
で
あ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
こ
の
釈
迦
像

は
院
派
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
柔
和
な

表
情
は
院
派
の
作
風
に
近
い
と
思
う
。

こ
の
釈
迦
如
来
像
は
元
は
ど
こ
か
別
の
場
所
に
在

っ
た
物
が
時

代
を
経
て
現
在
地
に
移
さ
れ
、
地
元
の
人
々
に
よ

つ
て
祀
ら
れ
て
い

る
。

つ
ま
り
御
調
郡
に
は
鎌
倉
時
代
に
京
都
と
繋
が
り
が
あ

つ
た
事

が
推
定
さ
れ
る
。
其
の
繋
が
り
と
は
、
現
在
は
三
原
市
に
属
す
る
人

幡
庄
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
人
幡
庄
は
石
清
水
人
幡
宮
の

所
領
で
あ
り
、
御
調
別
宮
と
も
呼
ば
れ
る
。
御
調
別
宮
の
中
心
地
に

は
御
調
人
幡
宮
が
あ
り
、
此
処
に
も
平
安
時
代
及
び
鎌
倉
時
代
の
仏

教
美
術
品
が
収
蔵
そ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
元
々
は
人
幡
庄
内
に
あ

っ
た
寺
院
に
祀
ら
れ
て
い
た
仏
像
が
後
世
の
戦
乱
で
焼
け
出
さ
れ

て
、
最
終
現
在
地
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歴
史
の
荒



波

の
中
で
釈
迦
如
来
像
が
ど
の
よ
う
な
運
命
を
辿

っ
た
か
を
想
像

す
る
こ
と
も
、
仏
像
を
訪
ね
る
こ
と
の
楽
し
み
の

一
つ
と
思
う
。

な
お
、
釈
迦
堂
横
に
牛
の
皮
城
跡
周
辺
よ
り
発
掘
さ
れ
た
五
輪

塔

ｏ
宝
策
印
塔
等
の
残
欠
が
集
め
祀
ら
れ
て
お
り
牛
の
皮
城
城
主
の

墓
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

記
　
木
下
和
司

御
調
八
幡
宮

御
調
八
幡
官

（御
調
別
宮

・
人
幡
神
社
）

所
在
地
　
一二
原
市
人
幡
町
宮
内
二

一

通
称
　
人
幡
の
は
ち
ま
ん
さ
ん

祭
　
神
　
誉
田
別
尊
、
足
仲
津
彦
命
、
息
長
足
姫
命
、
（相
殿
神
）

武
内
宿
禰
命
、
田
心
姫
命
、
市
杵
島
姫
命
、
滞
津
姫
命

例
　
祭
　
四
月
第
二
日
曜
日

（旧
例
祭
日
四
月
九
日
）

十

一
月
第
二
日
曜
日

（旧
例
祭
日
十
月
九
日
）

本
　
殿
　
五
間
社
入
母
屋
造
、
千
鳥
破
風
、
唐
破
風
付
、
鋼
板
葺

（間
国
人
間
、
奥
行
五
間
半
）

付
属
社
殿
、
幣
殿

（二

ｏ
人
三
坪
）
、
拝
殿

（二
六
坪
）
、
神
楽
殿

（二

四
坪
）
、
宝
蔵

（四
坪
）
、
手
水
舎

（
一
坪
）
、
社
務
所

（四

〇
坪
）
、
神
門

（
一
〇

・
五
坪
）
、
鳥
居

一
基

境
内
地
　
一
五
、
四
七
七
坪

境
外
地
　
一
一坪

摂
末
社
　
和
気
神
社

（和
気
清
麻
呂
公
、
和
気
広
虫
公
ほ
か

一
柱
）

厳
島
神
社

（市
杵
島
姫
命
）
、
地
主
神
社

（地
主
大
権
現
）
、

若
宮
神
社

（仁
徳
天
皇
）
、
春
日
神
社

（天
児
屋
根
命
）
、

稲
荷
神
社

（宇
賀
御
魂
大
神
）
、
住
吉
神
社

（表
筒
男
命

ほ
か
二
柱
）
、
祇
園
神
社

（須
佐
之
男
命
）
、
気
比
神
社

（伊

奢
沙
別
命
）
、
彰
徳
神
社

（
日
清
戦
争
以
後
の
戦
没
者
二

百
六
柱
）

宝
　
物
　
木
造
狛
大

一
対

。
経
板
本
五
枚

（以
上
重
要
文
化
財
）
、

紺
紙
金
泥
大
般
若
経

一
巻

・
紙
本
墨
書
出
三
蔵
記
集
録

・

銅
丈

一
口

・
行
道
面
十

一
面

・
木
造
神
像

一
躯

指
定
文
化
財
）



天
然
記
念
物
　
社
叢

（県
指
定
）
　
　
　
　
　
　
・

由
　
緒
　
奈
良
時
代
の
神
護
景
雲
三
年

（七
六
九
）
道
鏡
事
件
に
伴

い
和
気
広
虫
公

（法
均
尼
）
は
当
地
に
配
流
さ
れ
、
弟
の

清
麻
呂
の
雪
冤
の
た
め
所
持
す
る
円
鏡
に
宇
佐
大
神
を

勧
請
祈
願
す
る
。
こ
れ
を
以
て
神
社
創
祀
の
年
と
し
、
次

い
で
宝
亀
八
年

（七
七
七
）
参
議
藤
原
百
川
が
封
戸
二
十

戸
を
配
所
に
充
て
た
時
を
以
て
社
殿
創
建
と
す
る
。　
一
説

に
天
応
元
年

（七
八

こ

の
創
祀
と
も
言
う
。
ま
た
、
神

護
景
雲
元
年
に
宇
佐
に
人
幡
比
売
神
宮
寺
が
造
ら
れ
て

お
り
、
当
官
に
も
早
い
時
期
に
神
宮
寺
が
建
立
さ
れ
た
ら

し
い
。
降

つ
て
、
保
元
三
年

（
一
一
五
人
）
左
弁
官
宣
旨
に

石
清
水
八
幡
宮
寺
領
と
し
て
備
後
国
御
調
別
宮
が
挙
げ

ら
れ
、
元
暦
二
年

（
一
一
人
五
）
の
源
頼
朝
下
文
に
よ
っ
て

人
幡
宮
寺
領
と
し
て
御
調
別
宮
が
安
堵
さ
れ
て
お
り
、
石

清
水
人
幡
宮

の
別
宮
と
し
て
広
大
な
神
領
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
社
運
の
降
盛
が
窺
え
る
。
ま
た
、
嘉

禎
二
―
三
年

（
Ｉ

〓
一一六
―
七
）
開
版
の
阿
弥
陀
経
や
法
華

経
等
の
版
木

（重
要
文
化
財
）
が
安
那
定
親
を
願
主
と
し
て

奉
納
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
か
ら
は
足
利
氏
の
崇
敬

を
受
け
、
嘉
吉
年
間

（
一
四
四
一
―
四
）
に
は
将
軍
義
政
が

木
造
狛
大

（重
要
文
化
財
）
を
寄
進
。
社
蔵
文
書
に
大
永
六

年

（
一
五
一
一工Ｃ

渋
川
義
陸
が
作
成
し
た

「備
後
国
御
調
郡

人
幡
之
大
堺
之
事
」
（社
領
目
録
）
が
あ
り
、
ま
た
当
地
方

が
毛
利
氏
の
版
図
と
な

っ
て
か
ら
は
天
二
十
九
年

（
一
五

九

一
）
毛
利
輝
元
加
判
の

「人
幡
社
領
書
立
」
が
あ
り
、

当
時
ま
で
社
領
二
百
三
十
四
石
余
を
有
し
た
事
が
知
ら

れ
る
。
関
ヶ
原
の
合
戦
後
は
福
嶋
正
則
が
入
国
し
て
社
領

を
没
収
さ
れ
た
が
、
元
和
五
年

（
〓
全

九
）
浅
野
氏
入
部

に
よ
り
広
島
藩
主
並
び
に
三
原
城
主
等
歴
代
の
祈
願
所

と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
現
今
の
社
殿
は
こ
の
時
期
に
復
旧
さ

れ
た
。
神
宮
寺
は
京
都
御
室
の
仁
和
寺
の
別
院
と
し
て
存

続
し
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
廃
寺
と
な

っ
た
。
明
治
以
後
は
人
幡
神
社
と
称
し
、
大
正
九
年
県
社

に
列
せ
ら
れ
た
。
戦
後
は
御
調
人
幡
宮
の
宮
号
に
復
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
御
鎮
座

一
千
二
百
年
記
念
大
祭
を
斉
行
、

合
せ
て
本
殿
拝
殿
、
神
門
の
葺
替
、
社
務
所
の
増
改
築
、

収
蔵
庫
の
新
設
を
行

っ
た
。

特
殊
神
事

　

〔人
幡
の
火
祭
〕
七
月
最
終
土
曜
日
に
斎
行
。
参
拝
者

の
祈
祷
木
を
焼
納
す
る
。

行
　
事

　

〔花
お
ど
り
〕
例
祭
日
に
奉
納
。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

８

財
。

職
　
員

　

〔名
誉
宮
司
〕
桑
原
末
彦
、
〔宮
司
〕
桑
原
国
雄
、
〔祢
宜
〕

桑
原
人
千
代

氏
　
子
　
工全
二
〇
戸

全
二
原
市
人
幡
町
御
調
郡
御
調
町
津
蟹
、
植
野
、

福
井
、
久
井
町
坂
井
原
）

崇
敬
範
囲
　
広
島
県
内

広
島
県
神
社
誌
よ
り

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
祀
り
事
と
政
は
、
不
可
分
の
仲
に
有

り
当
時
の
豪
族
は
、
社
寺
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
勢
力
の
扶
植
に

勤
め
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
在
地
豪
族
が
当
社
と

如
何
に
関
わ

っ
た
か
推
量
し
な
が
ら
参
拝
す
る
の
も
、
探
訪
か
。



本
郷
平
廃
寺
塔
心
礎
近
影

本
郷
平
廃
寺
跡

御
調
町
大
字
丸
門
田
の
御
調
川
北
岸
丘
陵
、
比
高
差
二
十

ｍ
に
位

置
し
、
現
在
過

っ
て
の
寺
域
内
に
地
域
の
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
祀
ら

れ
て
い
る
。

本
郷
平
廃
寺
周
辺
か
ら
は
以
前
か
ら
軒
丸
瓦

・
軒
平
瓦
等
の
古
瓦

片
が
出
土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
本
郷
平
の
地
名
か
ら
古
代

の
駅
屋
跡
も
し
く
は
館
跡
と
の
説
も
あ

っ
た
が
、
昭
和
六
十
年
か
ら

の
四
カ
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
よ
り
、
白
鳳
期
の
古
代
寺
院
跡
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

調
査
の
結
果
寺
域
に
付
い
て
は

一
町
四
方
が
推
定
で
き
、
伽
藍
配

置
は
南
に
塔
跡
、
北
に
金
堂
跡
の
南
北
の
伽
藍
配
置
で
あ
り
、
講
堂

跡
回
廊
跡
共
に
判
明
せ
ず
講
堂
は
、
当
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
回
廊

ｏ
築
地
共
に
存
在
し
な
い
古
代
寺
院
跡
は
中
谷
廃

寺
の
例
が
あ
り
本
郷
平
廃
寺
も
回
廊

・
築
地
共
に
存
在
し
な
か
っ
た

と
考
え
る
。

塔
跡
か
ら
は
、
礎
石
の
上
面
よ
り
四
十
六

ｍ
下
か
ら
塔
心
礎
が
検

出
さ
れ
た
。
地
下
式
心
礎
で
あ
り
花
同
岩
製
の
心
礎
の
中
央
に
経
四

十
四

ｍ
、
深
さ
四

ｍ
の
円
形
堀
込
を
施
し
、
更
に
そ
の
中
央
部
の
南

北
軸
に
平
行
し
幅
人

ｏ
五

ｍ
、
長
さ
三
十
四

ｍ
、
深
さ
三

ｍ
の
孔
が

彫
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
心
礎
北
端
に
は
舎
利
孔
と
考
え
ら
れ
る
深

さ
三

ｍ
の
孔
が
彫
ら
れ
て
い
た
が
舎
利
容
器
は
出
土
し
な
か

つ
た
。

出
土
遺
物
に
は
瓦
類

・
導
　
塑
像
片

・
風
鐸
片

・
弥
生
土
器
片
等

の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。

建
立
の
時
期
に
付
い
て
は
、
出
土
古
瓦
の
調
査
に
よ
り
白
鳳
時
代

の
建
立
寺
院
と
考
え
ら
れ
備
南
で
も
最
も
古

い
時
代
の
寺
院

の

一



つ
と
考
え
ら
れ
る
。

照
源
寺
近
景

一一・一す一́
ごン́一

照
源
寺
　
木
造
釈
迦
涅
槃
像

九
本
山
照
源
寺
は
、
御
調
町
諸
原
谷
に
当
初
開
基
さ
れ
た
真
宗
寺

院
で
山
南
の
光
照
寺

・
甲
田
の
照
林
坊
と
併
せ
て
備
後
の
真
宗
三
ヶ

寺
称
さ
れ
て
い
た
古
剰
で
あ
る
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
寛
喜
元
年

（
〓

〓
死
）
に
明
光
上
人
が
諸
原
谷

に
建
立
し
た
が
、
兵
乱
の
た
め
衰
退
、
明
応
八
年

（
一
四
四
九
）
八
月

鎌
倉
最
宝
寺
九
世
明
心
の
弟
仙
源
が
再
興
し
、
永
禄
元
年

（
一
五
五

人
）
四
世
康
珍
の
と
き
、
雲
雀
城
城
主
池
上
因
幡
守
を
頼

っ
て
石
原

谷
に
移
り
、
元
文
二
年

（
一
七
三
七
Ｉ
二
月
に
現
在
地
に
移
転
し
た
と

一一〓口う
。

照
源
寺
の
涅
槃
像
は
、
像
長

一
・
五

ｍ
、
寄
木
造
、
玉
眼
入
り
で

鎌
倉
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
人
日
付
け

で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
等
身
大
の
涅
槃
像
は
全

国
的
に
珍
し
い
も
の
で
、
奈
良
県
の
岡
寺
、
香
川
県
の
観
音
寺
と
此

処
照
源
寺
の
三
ケ
寺
の
み
で
あ
る
。
岡
寺
及
び
観
音
寺
の
涅
槃
像
は

平
安
時
代
の
造
像
で
あ
る
。

「涅
槃
」
と
は
私
た
ち

一
般
が
考
え
て
い
る

「死
去
」
の
事
で
は

な
く
煩
悩
の
火
を
消
し
去

つ
た
こ
と
、
、言
わ
ば
悟
り
の
世
界
で
あ
り

「入
滅
」
と
か

「入
涅
槃
」
と
言
う
。

釈
迦
如
来
の
涅
槃
は
、
頭
を
北
に
向
け
、
お
顔
を
西
に
向
け
、
横

臥
す
る
姿
勢
で
通
常
右
手
の
手
枕
を
し
て
い
る
が
、
右
手
の
手
枕
で

な
い
涅
槃
像
も
存
在
す
る
。
頭
を
北
に
向
け
て
、
お
顔
を
西
向
き
の

姿
勢
に
す
れ
ば
自
然
と
右
脇
が
下
に
な
る
。
右
脇
を
下
に
し
て
休
む

姿
勢
は
、
身
体
の
左
に
あ
る
心
臓
に
負
担
を
掛
け
な
い
理
想
の
寝
姿

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
　
　
木
下
和
司
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本
照
寺
裏
手
五
輸
塔
群
近
影

本
照
寺
裏
手
五
輸
塔
群

御
調
町
市

の
雲
雀
城
麓
国
道

一
人
四
号
沿

い
に
目
蓮
宗
本
照
寺

が
あ
る
。
本
尊
は
法
華
法
宝
塔

・
釈
迦
多
宝
如
来
。
本
照
寺
の
寺
伝

に
よ
る
と
永
正
元
年

（
一
王
〇
四
）
日
親
を
開
基
と
し
て
細
川
正
元
が

建
立
と
伝
う
。
天
二
十

一
年

（
一
五
人
一こ

雲
雀
城
の
城
主
で
あ

っ
た

と
伝
う
池
上
丹
後
守
に
よ
り
池
上
氏
の
書
提
寺
と
定
め
た
が
、
宝
永

四
年

（
一
七
〇
七
）
焼
失
、
翌
年
再
建
と
伝
う
。
ま
た

「芸
藩
通
史
」

に
よ
る
と
、
文
安
元
年

（
一
四
四
四
）
僧
日
親
開
基
、
天
三
十
二
年

（
一

五
人
五
）
池
上
因
幡
再
建
と
あ
る
。

雲
雀
城
は
嘉
吉
年
中

（
一
四
困

一
上

こ

土
倉
夏
平
が
築
城
居
城
し

た
と
云
う
、
其
の
後
明
応
二
年

一
四
九
二
に
三
吉
氏
家
臣
池
上
丹
波

守
が
城
主
と
し
て
入
っ
た
と
伝
う
。

本
照
寺
の
裏
手
に
墓
所
が
あ
り
、
墓
所
の

一
角
に
池
上
氏
代

々
の

墓
石
と
伝
わ
る
五
輪
塔

。
宝
筐
印
塔
残
欠

。
一
石
五
輪
塔
等
が
二
十

数
基
祀
り
伝
わ

っ
て
い
る
。
其
の
中
に
天
正
三
年

。
同
六
年

。
同
十

四
年
銘
の
三
基
が
あ
る
。
中
で
も
大
型
の
五
輪
塔
数
基
は
、
元
は
雲

雀
城
二
の
丸
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
を
移
し
た
と
伝
う
。

墓
石
背
後
に
説
明
版
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
池
上
氏
数
代
の
名
と

と
も
に
時
代
が
記
さ
れ
て
池
上
氏
歴
代
の
墓
石
と
の
説
明
が
記
さ

れ
て
い
る
。
五
輪
塔
の
推
定
作
製
年
代
と
合
致
す
る
か
は
、
若
干
の

疑
間
を
禁
じ
え
な
い
。

池
上
氏
に
付
い
て
は
、
池
上
丹
渡
守

‘
同
佐
渡
守

。
同
少
輔

う
同

久
太
郎

。
同
因
幡
守

・
周
防
盛
光
の
名
が
各
誌
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

姓
氏
家
系
辞
典
に
は
、
「世
々
首
藤
氏
に
住
ふ
、
十
四
代
の
孫
善
右

衛
門
、
氏
を
桑
原
に
改
む

（芸
藩
通
志
）
と
。
」
記
さ
れ
て
い
る

11



注
、
首
藤
氏
と
は
県
北
の
豪
族

「山
内
首
藤
氏
」
の
事
と
考
え
る
。

「毛
利
氏
入
ヶ
国
御
時
代
分
限
帳
」
に
は
、
「池
上
七
右
衛
門

・
備

後
御
調
上
二
百
二
十
七
石
九
斗
六
升
六
合
人
勺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

園
鍔
勝
三
記
念
館

円
鍔
勝
三
記
念
館
は
、
御
調
町
出
身
の
彫
力
家
円
鍔
勝
三
氏
の
偉

業
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
町
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
平
成

五
年
調
鍔
記
念
公
園
を
整
備
開
園
さ
れ
、
そ
の
中
心
施
設
と
し
て
記

念
館
が
建
設
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
館
内
及
び
記
念
公
園
に
は
、
日
鍔
勝
三
氏
の
作
品
が
数
多
く

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
記
念
館
周
辺
の
公
園
に
は
円
鍔
氏
の
代

表
的
な
プ

ロ
ン
ズ
像
六
体
が
散
歩
道
に
、
配
置
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
ｃ

円
鍔
勝
三
は
、
明
治
三
十
八
年
御
調
郡
河
内
村

（現
在
の
御
調
町
）

に
生
ま
れ
十
六
歳
で
京
都
に
上
り
、
京
都
の
彫
刻
師
石
割
秀
光
の
内

弟
子
と
な
り
彫
刻
家
を
志
し
ま
し
た
。
そ
の
後
研
鑽
を

つ
み
二
十
三

歳
で
上
京
し
、
澤
田
政
廣
氏
に
師
事
し
て
、
大
正
末
か
ら
昭
和
の
戦

前
に
か
け
て
起
こ
っ
た
本
彫
界
の
新
た
な
運
動
に
加
り
、
明
治
以
降

２

の
失
わ
れ
か
け
て
い
た
日
本
の
木
彫
を
、
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

ｌ
Ａ

円
鍔
芸
術
の
特
徴
は
、
本
彫
を
主
流
と
し
な
が
ら
も
様
々
な
素
材

を
使
い
作
品
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
自
由
な

表
現
の
多
様
性
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
又
作
品
は
、
夢
と
ロ
マ
ン

に
溢
れ
、
雄
渾
に
満
ち
た
独
特
の
境
地
を
拓
き
、
絶
え
ず
平
和
を
希

求
す
る
心
と
生
き
る
こ
と

へ
の
愛
着
が
現
れ
て
い
ま
す
。

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
、
こ
の
御
調
の
地
で
の
思
い
出
が
湾
鍔
作

品
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
豊
か
な
自
然
と
細

や
か
な
人
情
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る
感
情
を
思
い
起
こ
し
て

く
れ
る
、
そ
ん
な
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
円
鍔
勝
三
師
は
、
平
成
十
五
年
十
月
永
眠
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
掌
、　
　
　
　
　
１
１
‐円
鍔
記
念
館
バ
ン
フ
よ
り
…
―
‘

円鍔勝三 1979年 制作「朝」プロンズ
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